
政治連盟の活動強化が重要に政治連盟の活動強化が重要に

（１）　　　　　　　令和６年６月１５日� ［部内資料］　　　　　　　　　（第７３号）大 阪 府 医 師 政 治 連 盟 ニ ュ ー ス

大阪府医師政治連盟　定例委員会を開催

府
民
目
線
の

�

医
療
政
策
実
現
へ

各
級
議
員
と
の
議
論
を
重
ね
る

　

井
口
和
彦
・
委
員
会
副

議
長
の
議
事
進
行
で
始
ま

り
、
は
じ
め
に
高
井
康
之

委
員
長
が
登
壇
し
た
。
現

在
、
国
会
で
は
「
政
治
と

カ
ネ
」
を
巡
り
与
野
党
の

議
論
が
続
い
て
い
る
。
こ

う
し
た
状
況
も
交
え
な
が

ら
、
４
月
28
日
投
開
票
の

参
議
院
議
員
補
欠
選
挙
に

触
れ
た
。

　

高
井
委
員
長
は
、
東
京

15
区
お
よ
び
長
崎
３
区
で

候
補
者
を
立
て
ら
れ
ず
、

残
る
島
根
１
区
で
も
自
民

党
の
劣
勢
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
状
況
を
報
告
。
一
方

で
、
岸
田
文
雄
首
相
が
９

月
に
自
由
民
主
党
総
裁
の

任
期
満
了
を
控
え
て
お

り
、
再
選
を
目
指
す
た
め

に
「
６
月
解
散
、
７
月
総

井口副議長

高井委員長より各支部連盟の活動強化が促された

高井委員長

第３回大阪府医師会感染症対策
研修会（令和５年８月）で講演

釜萢 敏（かまやち さとし／70歳）

栗山執行委員

北村会計責任者

選
挙
」
と
の
噂
も
あ
る
と

加
え
た
。
そ
の
上
で
、

「
解
散
総
選
挙
と
な
れ
ば

大
阪
で
は
自
民
・
公
明
党

は
苦
し
い
の
で
は
」
と
の

見
方
を
示
し
た
。

強
い
政
治
力
持
ち

強
い
政
治
力
持
ち

患
者
に
よ
り
良
い
医
療
を

患
者
に
よ
り
良
い
医
療
を

　

ま
た
、「
国
民
や
大
阪

府
民
の
視
点
で
健
康
・
医

療
政
策
を
考
え
、
政
治
活

動
を
進
め
る
」
と
言
明
。

今
後
も
各
級
議
員
等
へ
の

要
望
や
懇
談
を
継
続
し
て

い
く
と
語
っ
た
。
最
後

に
、
患
者
に
よ
り
良
い
医

療
を
提
供
す
る
た
め
に

は
、
医
師
会
が
強
い
政
治

力
を
持
つ
必
要
が
あ
る
と

指
摘
。
府
医
政
連
お
よ
び

各
支
部
連
盟
の
活
動
強
化

が
重
要
だ
と
し
、
一
層
の

協
力
を
要
請
し
た
。

５
年
度
事
業・会
費

５
年
度
事
業・会
費

収
納
状
況
を
報
告

収
納
状
況
を
報
告

　

栗
山
隆
信
執
行
委
員

が
、
府
医
政
連
事
業
を
報

告
し
た
。
現
在
の
連
盟
員

数
は
３
９
７
０
名
で
昨
年

と
比
べ
１
４
３
名
減
と
な

っ
て
い
る
。

　

各
種
選
挙
対
策
と
し
て

は
、
５
年
４
月
23
日
に
行

わ
れ
た
高
槻
市
・
吹
田
市

・
大
阪
狭
山
市
・
藤
井
寺

市
長
選
挙
を
説
明
。
あ
わ

せ
て
、
６
年
１
月
30
日
に

決
定
し
た
日
本
医
師
連
盟

（
日
医
連
）
推
薦
候
補
の

支
持
を
表
明
し
た
。
そ
の

ほ
か
、
国
会
対
策
と
し
て

▽
大
阪
府
医
師
会
定
例
代

議
員
会
決
議
文
等
の
送
付

へ
の
協
力
▽
公
明
党
大
阪

本
部
「
政
策
懇
談
会
」
実

施
▽
日
医
連
の
状
況
―
―

　
大
阪
府
医
師
政
治
連
盟
（
府
医
政
連
）
は
４
月

26
日
午
後
、
大
阪
府
医
師
会
館
で
第
１
１
１
回
定

例
委
員
会
を
開
催
し
た
。
令
和
６
年
度
事
業
計
画

お
よ
び
予
算
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
。

　

日
本
医
師
連
盟
（
委
員

長
＝
松
本
吉
郎
・
日
本
医

師
会
長
）
は
令
和
６
年
１

月
30
日
に
執
行
委
員
会
を

開
き
、
７
年
７
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
第
27
回
参
議

院
比
例
代
表
選
挙
の
組
織

内
候
補
と
し
て
釜
萢
敏
氏

（
日
医
常
任
理
事
）
の
擁

立
を
決
め
た
。

　

松
本
委
員
長
は
候
補
の

選
考
に
あ
た
り
、
①
得
票

数
を
得
ら
れ
る
力
量
②
医

師
会
・
医
師
連
盟
の
政
策

や
意
見
を
理
解
し
て
い
る

③
医
師
会
で
の
活
動
歴
④

地
域
医
療
の
経
験
が
豊
富

⑤
当
選
後
に
人
脈
を
築
け

る
能
力
・
調
整
能
力
に
長

け
て
い
る
―
―
な
ど
を
踏

ま
え
て
判
断
し
て
ほ
し
い

と
力
説
。
協
議
の
結
果
、

釜
萢
氏
に
白
羽
の
矢
が
立

っ
た
。

な
ど
を
伝
え
た
。

　

引
き
続
き
、
北
村
良
夫

会
計
責
任
者
が
、
５
年
度

会
費
収
納
状
況
を
報
告
し

た
。
会
費
賦
課
額
は
Ａ
連

盟
員
が
１
人
あ
た
り
３
万

５
千
円
、
Ｂ
連
盟
員
は
同

６
千
円
。
収
納
率
は
93
・

９
％
と
な
っ
て
い
る
。

４
年
度
決
算・
６
年
度

４
年
度
決
算・
６
年
度

事
業
計
画
な
ど
承
認

事
業
計
画
な
ど
承
認

　

議
事
で
は
、
北
村
会
計

責
任
者
が
、
４
年
度
府
医

政
連
歳
入
歳
出
決
算
、
６

年
度
府
医
政
連
会
費
賦
課

徴
収
・
同
歳
入
歳
出
予
算

を
概
説
し
た
。
４
年
度
歳

入
・
歳
出
差
引
残
高
は
４

億
６
０
１
１
万
９
９
１
８

円
で
次
年
度
へ
の
繰
り
越

し
が
承
認
さ
れ
た
。
あ
わ

せ
て
、
栗
山
執
行
委
員
が

６
年
度
府
医
政
連
事
業
計

画
を
提
案
し
、
挙
手
多
数

で
承
認
さ
れ
た
。

　

閉
会
に
際
し
て
高
井
委

員
長
は
、
来
年
の
参
議
院

議
員
選
挙
に
触
れ
、
政
治

情
勢
の
不
透
明
さ
か
ら
見

通
し
は
厳
し
い
と
指
摘
。

大
阪
で
も
一
人
あ
た
り
得

票
数
を
上
向
け
た
い
と
し

て
、
一
層
の
支
援
・
協
力

を
求
め
た
。

日医連､参議院比例代表（全国区）選挙に

釜萢敏氏の推薦を決定

大阪府医師政治連盟 第111回定例委員会（次第）
１．開会
２．委員長挨拶
３．報告
（１）令和５年度府医政連事業報告の件 
（２）令和５年度会費収納状況報告の件 
４．議事
　第１号議案　�令和４年度府医政連歳入歳出決算に関し承認を

求める件
　第２号議案　令和６年度府医政連事業計画に関する件　
　第３号議案　令和６年度府医政連会費賦課徴収に関する件
　第４号議案　令和６年度府医政連歳入歳出予算に関する件
５．閉会

　1978年、日本医科大学医学部医学科卒業。同大学付属第一病院小児科入局
後、1988年より小泉小児科医院院長。2005年から11年まで高崎市医師会長を
務め、14年に日本医師会常任理事に就任。新型コロナウイルス感染症対策専
門家会議構成員、新型コロナウイルス感染症対策分科会構成員、新型コロナ
ウイルスアドバイザリーボード構成員、新型インフルエンザ等対策推進会議
構成員などを歴任。趣味は阿波踊り、茶道。
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大
阪
・
関
西
万
博
の
意
義
を
痛
感

�

コ
ロ
ナ
乗
り
越
え
た
象
徴
に

参
議
院
議
員

�

羽
生
田
　
俊

　

平
素
よ
り
私
の
政
治
活

動
に
対
し
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
に
国
政
へ
送
っ

て
い
た
だ
き
11
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
り

医
師
会
活
動
に
関
わ
れ
て

い
る
の
も
皆
様
方
の
お
支

え
の
お
か
げ
と
存
じ
ま

す
。

　

さ
て
、
私
が
医
師
会
役

員
の
時
分
か
ら
大
阪
府
医

師
会
は
、
日
本
医
師
会
は

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
日
本

の
医
療
政
策
に
大
き
な
存

在
で
あ
り
影
響
を
与
え
て

き
ま
し
た
。
こ
の
日
本
の

医
療
の
縮
図
と
言
っ
て
も

過
言
で
な
い
大
阪
府
医
師

会
が
、
医
政
に
お
い
て
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
を
持
つ
こ
と

は
、
本
当
に
大
き
な
意
義

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
様
々
な
個
別
の
案
件

や
事
案
に
お
い
て
、
大
阪

府
医
師
会
が
日
本
の
医
療

を
守
る
原
動
力
と
し
て
、

そ
し
て
持
続
可
能
な
形
で

未
来
へ
医
療
を
つ
な
ぐ
改

革
者
と
し
て
、
よ
り
一
層

力
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
保
険
外
併
用
療
養

な
ど
財
政
論
に
よ
る
政
策

が
主
体
を
占
め
て
い
ま

す
。
医
療
は
本
来
、
患
者

ひ
い
て
は
国
民
の
た
め
の

も
の
で
あ
り
、
平
等
に
質

の
高
い
治
療
が
受
け
ら
れ

る
べ
き
で
す
。
財
政
に
よ

り
分
け
ら
れ
る
も
の
で
あ

っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

費
用
対
効
果
が
さ
も
素

晴
ら
し
い
こ
と
の
よ
う
に

財
政
論
者
は
発
信
し
て
い

ま
す
が
、
こ
と
医
療
に
お

い
て
は
費
用
対
効
果
だ
け

で
は
向
か
い
合
え
な
い
疾

患
が
あ
り
、
患
者
家
族
が

費
用
に
よ
っ
て
治
療
を
諦

め
ざ
る
を
得
な
い
現
状
が

医
療
現
場
で
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

医
療
従
事
者
が
費
用
対

効
果
で
患
者
と
向
き
合
う

の
で
あ
れ
ば
、
救
え
る
命

を
あ
き
ら
め
ろ
と
宣
言
す

る
こ
と
と
変
わ
り
ま
せ

ん
。
目
の
前
の
患
者
と
懸

命
に
向
き
合
う
か
ら
こ
そ

医
療
は
尊
い
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
精
神
を
歪
め
る

よ
う
な
財
政
論
を
医
療
現

場
に
持
ち
込
む
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

時
代
や
環
境
の
変
化
、

医
療
の
進
歩
に
対
応
す
る

財政論は医療現場になじまない
懸命に向き合うからこそ医療は尊い

日医連「医政活動研究会」が開催
医政活動の重要性を学ぶ

　

深
緑
の
候
、
ま
す
ま
す

ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
大
阪
府

医
師
政
治
連
盟
の
先
生
方

に
は
平
素
よ
り
格
別
の
ご

高
配
を
賜
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

死
亡
診
断
書
交
付
な
ど

死
亡
診
断
書
交
付
な
ど

現
場
に
即
し
て
整
備

現
場
に
即
し
て
整
備

　

さ
て
、
か
ね
て
よ
り
在

宅
医
療
や
看
取
り
の
現
場

か
ら
ご
要
望
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
『
死
亡
診
断

書
（
死
体
検
案
書
）
記
入

マ
ニ
ュ
ア
ル
』
の
改
訂
に

進
展
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
改
訂
に
お

い
て
、
生
前
に
診
療
を
担

当
し
て
い
な
か
っ
た
医
師

で
あ
っ
て
も
、
以
下
の
条

件
①
～
③
す
べ
て
を
満
た

す
こ
と
で
「
死
体
検
案

書
」
で
は
な
く
「
死
亡
診

断
書
」
を
交
付
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
旨
が
明
確

化
さ
れ
ま
し
た
（
条
件
①

生
前
の
心
身
の
状
況
に
関

す
る
情
報
を
、
正
確
に
把

握
で
き
て
い
る
こ
と
、
②

患
者
の
死
亡
後
に
死
後
診

察
を
行
う
こ
と
、
③
生
前

に
診
療
を
受
け
て
い
た
疾

病
に
関
連
し
て
死
亡
し

た
、
と
判
断
で
き
る
こ

と
）。
ま
た
死
体
検
案
書

を
交
付
す
る
際
に
、
死
体

に
異
状
が
認
め
ら
れ
な
い

場
合
は
所
轄
警
察
署
に
届

け
出
る
必
要
が
な
い
こ
と

も
明
確
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
件
に
つ
い
て
は
、

３
月
28
日
付
で
都
道
府
県

な
ら
び
に
日
本
医
師
会
宛

に
事
務
連
絡
が
発
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
場
の
先
生

方
の
業
務
円
滑
化
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
国
際
博
覧
会
担
当

大
臣
と
し
て
携
わ
っ
て
い

る
大
阪
・
関
西
万
博
が
い

よ
い
よ
開
幕
１
年
を
切

り
、
大
阪
府
と
大
阪
市
、

公
益
社
団
法
人
２
０
２
５

年
日
本
国
際
博
覧
会
協
会

が
共
催
す
る
「
開
幕
１
年

前
『
い
く
ぞ
！
万
博
』
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
４
月

17
日
に
大
阪
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
阪
・
関
西
万

博
は
コ
ロ
ナ
渦
の
前
に
横

倉
義
武
・
世
界
医
師
会
長

（
当
時
）
が
誘
致
の
特
使

と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
た
も

の
で
す
。
コ
ロ
ナ
を
乗
り

越
え
た
象
徴
と
し
て
、
ま

た
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
し
、「
い
の

ち
」「
平
和
」
の
大
切
さ

や
、
復
興
を
世
界
全
体
で

再
確
認
す
る
た
め
、
我
が

国
が
リ
ー
ド

し
て
い
く
こ

と
に
大
き
な

意
義
が
あ
る

と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
開

催
を
ぜ
ひ
、

楽
し
み
に
し

て
い
た
だ
き

た
く
存
じ
ま

す
。

　

安
心
の
国

民
生
活
や
社

会
保
障
を
守

る
た
め
、
今

後
も
誠
心
誠

　

茂
松
茂
人
・
日
医
連
副

委
員
長
が
司
会
を
務
め
、

は
じ
め
に
松
本
吉
郎
・
日

医
連
委
員
長
が
あ
い
さ

つ
。
こ
の
日
の
テ
ー
マ
で

あ
る
、
医
政
活
動
の
あ
り

方
、
来
年
７
月
の
第
27
回

参
議
院
議
員
選
挙
に
お
け

る
選
挙
活
動
の
留
意
点
な

ど
に
つ
い
て
、
地
元
に
持

ち
帰
り
情
報
共
有
し
て
ほ

し
い
と
促
し
た
。
ま
た
、

昨
年
12
月
１
日
時
点
で
、

日
本
医
師
会
員
数
が
17
万

５
千
余
名
と
な
っ
た
こ
と

に
言
及
。
前
年
比
２
千
人

以
上
の
増
加
は
、
平
成
13

年
以
来
、
22
年
ぶ
り
だ
と

述
べ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
自
民
党
医

療
会
支
部
の
新
規
党
員
数

が
２
千
名
を
超
え
た
こ
と

に
謝
意
を
表
明
。
さ
ら
な

る
医
政
活
動
の
展
開
に
取

り
組
む
と
語
っ
た
。

　

引
き
続
き
羽
生
田
俊
、

自
見
は
な
こ
両
参
議
院
議

「いくぞ！万博」フェスティバルでの一幕参議院厚生労働委員会で発言

茂松日医連副委員長

員
が
あ
い
さ
つ
。
自
身
の

活
動
報
告
や
今
後
の
方
針

な
ど
が
示
さ
れ
た
。

中
央
と
地
方
に
お
け
る

中
央
と
地
方
に
お
け
る

医
政
活
動
が
不
可
欠

医
政
活
動
が
不
可
欠

　

講
演
に
移
り
ま
ず
、
古

川
俊
治
参
議
院
議
員
が

「
医
系
議
員
の
医
政
活
動
」

と
題
し
て
登
壇
し
た
。
は

じ
め
に
医
系
議
員
（
与
党

・
野
党
）
の
役
割
を
紹
介

し
た
ほ
か
、
医
系
議
員
に

必
要
な
資
質
を
自
身
の
経

験
を
交
え
て
説
明
。
ど
の

場
面
で
も
、「
医
療
者
の

観
点
か
ら
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
大
切
」
と
の
考
え

を
示
し
た
。

　

続
い
て
、
釜
萢
敏
常
任

執
行
委
員
が
「
医
政
活
動

の
重
要
性
」
を
説
明
。
医

療
政
策
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
中
央
と
地
方
で
医

政
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

が
不
可
欠
と
し
た
上
で
、

「
地
域
医
療
を
守
る
た
め

に
も
、
医
療
現
場
の
声
を

国
に
届
け
て
、
政
策
に
反

映
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
力
を
込
め
た
。　

　

最
後
に
、
橋
爪
雄
彦
弁

護
士
よ
り
「
政
治
活
動
と

選
挙
活
動
」
に
つ
い
て
解

説
が
あ
り
、
す
べ
て
の
講

演
が
終
了
し
た
。

　

そ
の
後
、
須
藤
英
仁
・

群
馬
県
医
師
連
盟
委
員
長

の
掛
け
声
の
下
、
参
加
者

全
員
で
「
頑
張
ろ
う
コ
ー

ル
」
を
行
っ
た
。
城
守
国

斗
・
日
医
連
常
任
執
行
委

員
は
閉
会
あ
い
さ
つ
で
、

「
国
民
主
体
の
医
療
を
実

現
す
る
に
は
政
治
力
は
欠

か
せ
な
い
」
と
し
て
、
次

期
参
議
院
議
員
選
挙
で
の

一
層
の
支
援
を
求
め
た
。

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
沖
縄
及
び
北
方

対
策
、
消
費
者
及
び
食
品
安
全
、
地
方
創

生
、
ア
イ
ヌ
施
策
）
国
際
博
覧
会
担
当

�

参
議
院
議
員　

自
見
　
は
な
こ

意
頑
張
り
ま
す
。
地
域
医

療
を
担
う
先
生
方
へ
の
感

謝
を
再
度
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
よ
り
一
層
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
と
は
必
要
で
す
が
、
医

療
本
来
の
意
義
を
歪
め
て

は
な
ら
な
い
。
そ
の
一
点

で
、
残
り
の
任
期
を
懸
命

に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

変
え
て
は
な
ら
な
い
守

る
べ
き
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
変
化
を
恐
れ

ず
変
え
て
行
か
ね
ば
な
ら

な
い
改
革
も
あ
り
ま
す
。

大
変
厳
し
い
今
だ
か
ら
こ

そ
、
医
療
側
か
ら
変
え
て

ゆ
く
べ
き
提
言
を
す
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
ご
指
導
、
ご
支
援
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
日
本
医
師
連
盟
「
医
政
活
動
研
究

会
」
が
４
月
21
日
午
後
、
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ

た
。
同
研
究
会
は
若
手
医
師
が
政
治
活
動
・
選
挙

活
動
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と
に
加
え
、
各
都
道
府

県
お
よ
び
郡
市
区
医
師
連
盟
へ
の
情
報
共
有
・
伝

達
を
目
的
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
大
阪
府
医
師
政

治
連
盟
か
ら
は
、
加
納
康
至
副
委
員
長
、
栗
山
隆

信
執
行
委
員
が
参
加
し
た
。
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